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本学では、ＣＯＣ推進事業の一環として、教育研究のための競争的資金「地域志向教育研究経費」を本年度から創設しており、初年度となる平

成27年度は、４件（応募８件）を採択した。

このほど採択課題の一つ、「インバウンドを意識した観光施設づくり―本学のシーズを活かした試行―」（研究代表者：黒木 宏一講師）通

称：水族館多言語化プロジェクトにおいては、第１次の参加学生の募集を終え、プロジェクトの舞台となる「ノシャップ寒流水族館」の第１回巡

検を行った。
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平成27年度稚内北星学園大学地域志向教育研究経費採択課題

水族館多言語化プロジェクト 始動

図表 学生募集用フライヤー

＜プロジェクトの意義と発展可能性＞

＜プロジェクトの全体像＞

稚内北星学園大学 地域観光支援室

＜採択課題の内容＞

平成22年に策定された「稚内市観光振興計画」では、外国人観光客が重点顧客と位置づけられており、地元観光事業者の間ではロシア人以外

にアジア諸国からも多くの観光客が訪れている現状と、顧客層の拡大には海外旅行客対応が欠かせない要件であることが述べられている。（前

掲計画書10～15ページ）さらに、具体的な施策として外国人に対する接客サービスの向上が掲げられている。（前掲計画書63ページ）

このような中で、観光施設においてインバウンドへの対応が未だ不十分である現状が見受けられる。たとえば、ノシャップ寒流水族館では、

中国人（台湾人）を中心に観光バスで横付けしているものの、館内の展示説明が日本語のみで、楽しみ方がわかっていない。

そこで、本研究は、本学のシーズを活かしてこの問題の解決を図ろうとするものであり、その過程を整理し検証しようとするものである。具

体的には稚内市ノシャップ寒流水族館における館内の展示説明の多言語化を行う。その際、本学のシーズである留学生の存在（英語、ロシア語、

中国語）と専門家の存在（英語、ロシア語、中国語）を活かすとともに、安価な方法でこれを実現するという経済的、旅行者行動論的側面も合

わせて検討する。


